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8月25日　中央公園
9月　8日　中央公園

9月15日　マルヤガーデンズ７階

9月22日　中央公園
◎犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催します。 

第2日曜日：中央公園（テンパーク）
第3日曜日：マルヤガーデンズ3階
第4日曜日：中央公園（テンパーク）

時間：午前10時～午後3時(変更有り)

 　注)中央公園での開催は、悪天候の場合直前に中止になる場合もあります。
※譲渡会では、飼い主のいない猫(野良猫)の不妊手術、里親探し、地域猫についてのご相談を受け付けております。 
捕獲のむずかしい猫の場合、トラップケージ(捕獲機)の貸出をしております。

貸出をご希望の方は、事前にご連絡下さい。

０９０－８７６０－２０９２

（１０：００～２１：００）

会で行った不妊手術数 6,205匹(8/22現在)
～猫の夏対策～
　猫の夏対策はどのようになさっていますか？　猫は砂漠出身の動物なので比較的夏の暑さには強いと思われていますが猛暑や閉め切った部屋、水不足などでは猫も熱中症になってしまうのです。
外出時は留守番をさせることもあります。体温調節の苦手な分、人間よりもさらに夏の悩みは多いはずです。夏を快適に過ごすためのちょっとした工夫をしてあげましょう。

＜夏の留守番猫＞
　「ひとりぼっちにするなんてかわいそう」と思いがちですが、猫はその環境さえ整っていれば１～２日ならどこかに連れて行かれるよりも留守番はそんなに苦ではないのです。　直射日光があたらないよう南側のカーテンを閉めて、玄関のたたきやお風呂場（浴槽の水は抜いてあることが必須です）などが好みのようですので、そこに自由に出入りできるようにしてあげることも大切でしょう。
＜涼しい環境をつくる＞ 
・エアコンを活用する。                     
温度を管理する上ではエアコンを常につけておくというのは理想的ですが、人間よりもやや高めの２９～３０℃の設定で除湿運転にするのがよいと思われます。
温度より湿度が高いのが猫にとって何より不快のようです。
ただしエアコンも壊れたり停電になったりということも考えられますので、他の部屋自由に行き来できるようにしておくか、また猫は自分で布団を出してかけたりということができませんから、涼しい部屋と暖かい部屋の両方があることが理想です。
＜夏場の飲み水の確保＞
水は体を冷やし、新陳代謝を活発にするので夏場は特に水を多く飲ませてあげましょう。
夏を乗り切るには水は不可欠です。高齢猫には腎臓障害の猫が多いもの。
水が不足すると腎臓に負担がかかります、いつでもたっぷりの水が飲めるよう気を付けてあげましょう。
飲み水は頻繁に替えてあげましょう。
＜夏の食事＞
　猫は人間のようにさかんに汗を出すことができません。
　そのために暑い時には体力を消耗するのであまり動かないようにしています。
　よって食事の量も減ってくるのです。
　ただ人間側からすると食事の量が減ることは何となく心配になります。
夏バテじゃないかと…そんな時は少量で多くの栄養が取れる、高カロリーの食品を与えるようにしましょう。夏場は下痢をするのが当たり前なんて思っていてはいけません。
　暑さのために下痢をすることは考えられません。　　　

一番考えられるのが高温多湿によってドライフードの酸化が進み、それを食べているケースです。フードを出しっぱなしにせず密閉容器に入れて冷蔵保存するなど、管理することで防ぐことができます。
ウエットフード・ドライフードどちらの場合でも人間の食べ物同様、食中毒には十分に注意をしてあげましょう。
犬猫と共生できる社会をめざす会と私

私が犬猫の保護活動を始めて６年になる。どうしてこの活動をしているのですかとよく聞かれることが多い。私は生まれた時からずっと動物に囲まれて過ごしてきた。小さいころの夢はムツゴロウ王国で働くことだったし、その後は動物園で働きたいと思っていた。でも動物園は爬虫類を扱うと知り断念。犬猫とは無縁の仕事に就いた。いつかは犬猫の保護活動に関わりたいと思っていた矢先に主人の転勤で住んでいた宮崎で譲渡会の開催の記事を見つけた。差し入れを持っていくだけのつもりが、最後まで譲渡会を手伝い帰りには保護猫まで預かっていた。それからの私の生活は保護活動で一色になり犬猫を通して知り合いもたくさんでき宮崎での生活は充実していた。今でも宮崎で経験したことは私の保護活動の支えとなっている。
主人の転勤で鹿児島に帰ることとなり、鹿児島でもまた活動をしようと思い譲渡会の見学に行ったのが共生の会との出会いだった。最初は近寄りがたい（笑）と思ったスタッフも今ではかけがえのない人たちだ。この活動をしていなければ出会うことのなかった仕事も住むところも年齢も違う人たちと、いつの間にか5年も付き合っている。
犬猫のことだけでなくいろいろな相談ができる仲間に出会えた私は幸せだと思う。何もかも違うけど犬猫に関する気持ちが同じという不思議な関係の仲間たち。みんな優しく涙もろくて犬猫の話になると話はつきない。この活動は嬉しいことも多いが、つらいことや悲しいことも多くある。私が続けていられるのは、スタッフや家族そして里親さんやこの活動を通して知り合えた人たちに支えられているからだと思う。
最後に・・・共生の会は、会長を始めほとんどのスタッフがフルタイムで仕事をしながら、会の活動・保護猫や保護犬の世話・自宅に多数いる犬猫の世話をしている。子育て中で幼児がいることを理由になかなか譲渡会にも参加できない私は頭のさがる思いだ。みなさん…言葉には出さないけど本当は尊敬しています。不甲斐ないですがこれからもよろしくお願いします。
会の活動が末永く続いていきますように。皆様の温かいご支援どうぞよろしくお願いします。
                                                               　　　　　　川越　聡子

· 賛助会員募集中：１口３０００円　(会員には隔月で会報をお送りします。)入会申し込み書を郵送しますので、メールか電話にて当会までご連絡ください。
戦場に散華した動物たち


8月15日は終戦記念日です。日本武道館では政府主催の戦没者慰霊祭が執り行われ、天皇陛下、総理大臣をはじめ多くの遺族、関係者が先の大戦で命を落とした軍人、一般市民310万人ともいわれる御霊を慰めます。

この季節になると私たちは戦争の怖さ、平和の尊さをよりより一層感じずにはいられません。しかし、戦地で兵士と共に戦い、戦火に散った動物たちがいたことを知る人、気に留めている人は少ないかもしれません。
靖国神社の境内には軍馬、軍犬、軍鳩を祀る像があり、毎年4月の第一日曜に合同慰霊祭が執り行われています。前線の兵士たちと共に戦い支えとなり、今なお感謝の報恩を忘れず杖を頼りに九段の坂を上り動物たちの御霊に拝礼する人たちの姿があるそうです。

軍馬は体が大きいだけに標的にもなりやすく、降り注ぐ火砲の中を勇敢にも騎乗の兵士と生死を共にしました。軍鳩は通信網が寸断された前線から敵陣位置や自軍の状況を本営に伝える役割を担い、撃ち落とそうとする敵の散弾の中、致命的な傷を負いながらもたどり着き、多くの兵士を救った話は多くあります。

シェパードを主とする軍犬は忠実な戦友として第一線で活躍しています。前線と守備部隊の伝令のため走り続け、倒れた兵士の手記を野越え山越え本隊に届け、負傷した兵士のもとに全速力で駆けていき、薬や包帯を渡す姿があります。
敵の砲撃をかいくぐり弾薬を運ぶ任も担っており、多くの戦果と兵士たちの心の支えにもなったといわれます。

少し古い話しですが満州事変期「金剛」と「那智」という兄妹犬がいて、優秀犬だけに戦地へ送られ、厳しい訓練の末、2頭は弾雨の中を何度も何度も伝令に走り、いよいよ突撃となった時、兵士をかばうかのように先んじて敵陣に突進、群がる敵兵に踊りかかって勇猛果敢に戦いました。夜が明けてみると噛み切った敵兵の服をくわえたまま無数の銃弾を受け戦死した金剛。
全身ズタズタに刀傷を受けて息絶えた那智の姿があり共に勇敢に戦った。と、当時はこんな話に子どもたちや大人までもが鼓舞され、戦争の美談として語られていたようです。

屍を野辺にさらし、ほとんどの動物たちは落命し、終戦時に僅かに生き残った動物たちもいたそうですが、再び懐かしい故郷に帰ったものは一頭もいなかったそうです。

動物たちはなぜ戦争があるのかわかりません。ただ馬も犬も鳩もけがれのない心で、人のために尽くすという本能のままに生きて、従ってきただけに悲しさは募ります。終戦日を向かえ、動物のことなど「不謹慎」という人もいるかもしれませんが戦争の悲惨さを伝え、再び過ちを犯さないための事実であり、必要なことのひとつと思います。　　　　

Ｅ・Ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
犬の散歩は早朝か、陽がかなり傾いてからの涼しい時間帯にするようにしましょう。
日中の散歩はやめましょう！アスファルトの道路は熱をためやすく、反射しやすくなっています。人間よりも体高が低く道路に近い犬達は、日差しに加えてその照り返しの熱をまともに浴びているので、人間よりもずっと暑い思いをしています。
　特に小型犬や、ダックスフンドのような肢の短い犬種は道路の輻射熱を受けやすいので注意してください。被毛の色が黒、あるいは黒っぽいコも、熱の影響を受けやすいので、日差しを浴びすぎないように注意しましょう。また、熱せられたアスファルトの表面温度は、５０℃近くに達していますので、そんな所を歩けば、肉球を火傷してしまいます。
　犬達は靴を履いていないことを、忘れないでください。



ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


※ＮＰＯ設立以前のワンワン会員・ニャンニャン会員の方は賛助会員となります。


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。運営・活動資金も不足しております。多くの方に私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。


会費：1口3000円から（何口でも可）


ご寄付も随時受け付けております。


 ◎フード・ペット用品のご寄付も受け付けております。事前にご連絡ください。�





会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島





犬猫譲渡会・決定数


６月１０日～６月１６日


成猫１匹・子猫８匹


６月１７日～６月２３日


成猫１匹・子猫７匹


６月２４日～７月１４日


成猫１匹・子猫８匹・成犬１匹


７月１５日～７月２１日


子猫４匹


７月２２日～７月２８日


子猫２匹


７月２９日～８月１８日


成猫１匹・子猫６匹





これまでの合計譲渡数：３８３１匹


猫：２９９９匹


犬：　８３２匹




















鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/














〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092
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